
一般財団法人 日本医療教育財団

ＪＭＩＰ認証制度の視点から見る

訪日患者の現状と課題
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Ⅰ．ＪＭＩＰの概要
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ＪＭＩＰの概要

ＪＭＩＰ ＜外国人患者受入れ医療機関認証制度＞

             （ Japan Medical Accreditation for International Patients )

◆ 国内の医療機関における外国人患者の受入れ体制を評価し、

 認証する制度

◆ 厚生労働省事業により構築され、日本医療教育財団が認証機関

 として運営を継承

ジェイミップ
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２０１０年度
❑２０１０年６月、【新成長戦略】の一環として、医療の国際化推進の方針が閣議決定

❑厚生労働省 研究班による、外国人患者受入れ実態調査とマニュアル作成

２０１１年度 ❑ＪＭＩＰの制度設計および評価項目検討のための有識者会議を開催

２０１２年度

❑【日本再興戦略２０１６】において、「外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP）の認証

病院の拡大を通じて、２０２０年までに、「外国人患者受入れ体制が整備された医療機関」

を１００か所で整備すること」が目標に掲げられる。

２０１３年度

～現在

❑２０１３年度～、厚生労働省にて、ＪＭＩＰ推進等のための補助金事業（「外国人患者受入れ

   に資する医療機関認証制度等推進事業」）を継続的に実施

 ※今年度（２０２５年度）も引き続き事業を実施

２０１６年度

❑「一般財団法人 日本医療教育財団」がＪＭＩＰ認証機関として、制度運営を継承

❑２０１２年７月、ＪＭＩＰ受審申込み受付スタート

ＪＭＩＰの概要
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ＪＭＩＰの概要

認証制度の

目的

外国人が安心・安全に国際的に高い評価を得ている

日本の医療サービスを享受することができる体制を構築する

有効期間 ： ３年間

※更新審査による認証更新が可能

＜対象となる第三者認証＞ ※いずれか一つ

   ①  病院機能評価
   ②  Accreditation Standards For Hospitals (JCI)
   ③  ISO  9001 / 14001
   ④  臨床研修評価
   ⑤  人間ドック健診施設機能評価

対象医療機関

認証期間

第三者機関による認証によって

医療施設機能が評価されている病院
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ＪＭＩＰの概要

ＪＭＩＰにおける外国人の定義

■在留 日本国内に在住している外国人

■訪日 ・観光、ビジネス等で日本を訪れた外国人

・医療目的や健診目的で日本を訪れた外国人

ＪＭＩＰでは、すべての外国人が

医療機関を受診するケースが対象

在留・訪日を問わず、すべての外国人を対象とする。
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１．受入れ対応 ２．患者サービス ４．組織体制と管理３．医療提供の運営 ５．改善に向けた取り組み

１２の大項目

外国人患者受入れに係わる５つの領域（分類）

【1.1】
外国人患者に関す
る情報収集と受入
れ体制

【1.2】
医療費の請求や支
払いに関する対応

【2.1】
通訳（会話における
多言語対応）体制の
整備

【2.2】
翻訳（文書での多言
語対応）体制の整備

【2.3】
院内環境の整備

【2.4】
患者の宗教・習慣の
違いを考慮した食事
への対応

【3.1】
外国人患者への医
療提供に関する運
営

【3.2】
説明と同意
（インフォームドコン
セント）

【4.1】

外国人患者受入れ
に関する議論と担
当者の配置

【4.2】
安全管理体制

【5.2】
外国人患者の満足度
向上への取り組み

【5.1】

院内スタッフへの教育・
研修

ＪＭＩＰ 評価項目（Ver.3.0）

ＪＭＩＰの概要
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在留外国人コミュニティ

地域の病院・クリニック

訪日外国人旅行者

各都道府県（自治体）

地域の消防・救急 周辺のホテル・旅館

ＪＭＩＰの概要

＜認証されると＞

⦿ 外部発信 ⇒ 各所への周知 ⇒ 認知度向上・信頼性向上
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ＪＭＩＰの概要

＜訪日外国人向け情報＞

⦿ ＪＮＴＯ（日本政府観光局）Ｗｅｂサイトでの医療機関検索
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ＪＭＩＰの概要

＜訪日外国人向け情報＞

⦿ 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会宛通知 （厚生労働省・観光庁 連名）

【周知依頼】外国人受入れ医療機関に関する情報について

（2024年8月29日付発信）
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⦿ 各所への認知度向上、信頼性向上、他院との差別化

 ⇒診療収入への寄与

⦿ 院内対応の統一化、院内全体での体制強化

 ⇒業務効率化の推進

⦿ 外国人患者受入れに関するリスクヘッジ 

 ⇒自院の職員を守る体制の継続

⦿ 認証病院同士の情報交換、対応事例の共有、課題解決

 ⇒JMIP認証病院だからこそ得られる各種情報

ＪＭＩＰの概要

ＪＭＩＰ認証取得の意義
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ＪＭＩＰ認証病院数 ： 66 施設 （2025年8月末時点）

ＪＭＩＰでは、すべての外国人が
医療機関を受診するケースを対象としている

ＪＭＩＰの概要



Japan Medical Service Accreditation for International Patients 13

ＪＭＩＰ認証病院 ＜都道府県一覧＞

ＪＭＩＰでは、すべての外国人が
医療機関を受診するケースを対象としている

2025年8月時点

24都道府県

宮城県

新規1件受審中

熊本県

新規1件受審中

ＪＭＩＰの概要
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Ⅱ．訪日外国人患者
受入れの現状



Japan Medical Service Accreditation for International Patients 15

年別 訪日外客数の推移

出典：日本政府観光局（JNTO）

2019年：31,882,049人

2024年：36,870,148人
＊過去最多を更新

訪日外国人患者受入れの現状
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出典：日本政府観光局（JNTO）

訪日外客 国籍・地域別の内訳

訪日外国人患者受入れの現状

2019年 2024年

多国籍化の傾向
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厚生労働省 令和6年度「医療機関における外国人患者の受入に係る実態調査 結果報告書」より

訪日外国人患者（医療渡航を除く）の受入れ実績

訪日外国人患者受入れの現状

外来・入院ともに前年度より増加
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厚生労働省 令和6年度「医療機関における外国人患者の受入に係る実態調査 結果報告書」より

訪日外国人患者（医療渡航を除く）の国籍

訪日外国人患者受入れの現状

欧米や
東南アジアが

前年度より増加
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訪日外国人患者の増加・多国籍化

ＪＭＩＰでは、すべての外国人が

医療機関を受診するケースが対象

訪日外国人患者受入れの現状

⦿ 対応件数の増加

⦿ 対応言語の多様化

⦿ 患者の文化・宗教・習慣の多様化
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⦿ 厚生労働省と観光庁が連携してリスト化

⦿ 医療機関の選定は都道府県が行う

⦿ カテゴリー1・2あわせて全国2,200以上の施設が選定

「外国人患者を受け入れる医療機関の情報を
取りまとめたリスト」

訪日外国人患者受入れの現状

選定されている医療機関の体制に、ばらつきがある

 体制を整備し、対応レベルを底上げする必要性

 カテゴリー1の病院は、ＪＭＩＰ認証取得が望ましい

課題
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Ⅲ．明日からできる
 体制整備の取り組み
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1

❑ 自院の外国人患者受入れ人数を確認し、国籍や言語の傾向、

在留・訪日の割合などの状況を大まかに把握する。

❑ 自治体などが公表しているデータをもとに、周辺地域における

外国人（在留・訪日）の数や動向を把握する。

❑ 自院の受入れ体制（各部署での言語対応方法や受入れの流れ

     など）の状況を確認する。

❑自院の受入れ体制の現状における課題を抽出し、必要な整備

     項目を検討する。

★ 外国人患者受入れの現状把握 ★

明日からできる体制整備の取り組み

■ 自院での外国人患者の受入れに関して、現状把握を行う
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1厚生労働省 令和6年度「医療機関における外国人患者の受入に係る実態調査 結果報告書」より

自院における外国人患者数の把握状況

■ 全体でみると、「把握している」と回答したのは31.4％にとどまっている。

明日からできる体制整備の取り組み
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1厚生労働省 令和6年度「医療機関における外国人患者の受入に係る実態調査 結果報告書」より

外国人患者の受入れ体制の現状把握および課題抽出

■ 全体でみると、「実施している」と回答したのは 5％あまりとなっている。

明日からできる体制整備の取り組み
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1

明日からできる体制整備の取り組み

ＪＭＩＰの評価項目では
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1

❑ 日本語サイトと全く同等の内容でなくてもよい。

❑ 診療時間、診療科、支払方法、連絡先、アクセス等、

  外国人患者に必要な掲載情報を洗い出す。

❑ 英語による整備は基本。その他、地域特性などを考慮した言語

    での整備を検討する。

❑ Google翻訳などの自動翻訳を導入するのも可。

  ただし、誤訳のチェックや更新管理は必要。

★ ホームページの多言語化 ★

■ 外国人向けの情報発信ツールとして、ホームページの多言語化を図る

明日からできる体制整備の取り組み
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1ホームページの多言語化 【例】

明日からできる体制整備の取り組み
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1

明日からできる体制整備の取り組み

ＪＭＩＰの評価項目では
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1

★ 医療費の支払いに関する対応 ★

■ 外国人患者の増加を見据え、医療費の支払いに関する対応の準備を行う

❑ 支払方法について、キャッシュレス決済を導入する。

（まずは、クレジットカード決済から導入するのが現実的）

❑ 概算費用を通知するためのフォーマットを準備しておく。

（厚生労働省 【外国人向け多言語説明資料】 から

ダウンロードしてそのまま使用することも可能）

❑ 支払いに関する外国人患者からの相談などに備え、

外国人対応部署と医事課が連携できるようにしておく。

明日からできる体制整備の取り組み
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1厚生労働省 令和6年度「医療機関における外国人患者の受入に係る実態調査 結果報告書」より

クレジットカード（デビットカードを含む）を利用した決済の導入状況

■ 「導入している」が64.5％となっており、導入が進みつつある。

明日からできる体制整備の取り組み
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1【外国人患者向け多言語説明資料】

厚生労働省事業により制作され、ホームページで公開中

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-ml.html

厚生労働省事業により制作され、ホームページで公開中

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-ml.html

■ 13言語対応（英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、韓国語、ウクライナ語、ヒンディー語、インドネシ
ア語、ネパール語、タガログ語、タイ語、ベトナム語、アラビア語）

■ 専門家による検証済（ネイティブチェック、リーガルチェック）

■ 医療機関において、外国人患者の対応時に必要となる医療文書（問診票、説明文書、コミュニケーションツール等）
の標準化・翻訳

■ 医療機関でカスタマイズして使用することが可能

明日からできる体制整備の取り組み
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1

明日からできる体制整備の取り組み

ＪＭＩＰの評価項目では

Japan Medical Service Accreditation for International Patients
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Ⅳ．ＪＭＩＰ認証取得への
 ロードマップ
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ＪＭＩＰ認証取得へのロードマップ

ＪＭＩＰ受審の流れ

新規の場合は、キックオフから訪問調査まで
1年ほどのスケジュールで整備・受審準備を進める病院が多い
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１．受入れ対応 ２．患者サービス ４．組織体制と管理３．医療提供の運営 ５．改善に向けた取り組み

１２の大項目

外国人患者受入れに係わる５つの領域（分類）

【1.1】
外国人患者に関す
る情報収集と受入
れ体制

【1.2】
医療費の請求や支
払いに関する対応

【2.1】
通訳（会話における
多言語対応）体制の
整備

【2.2】
翻訳（文書での多言
語対応）体制の整備

【2.3】
院内環境の整備

【2.4】
患者の宗教・習慣の
違いを考慮した食事
への対応

【3.1】
外国人患者への医
療提供に関する運
営

【3.2】
説明と同意
（インフォームドコン
セント）

【4.1】

外国人患者受入れ
に関する議論と担
当者の配置

【4.2】
安全管理体制

【5.2】
外国人患者の満足度
向上への取り組み

【5.1】

院内スタッフへの教育・
研修

ＪＭＩＰ 評価項目（Ver.3.0）  ※再掲

ＪＭＩＰ認証取得へのロードマップ
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・ＪＭＩＰ受審のためのプロジェクトチーム
  立ち上げ

・ＪＭＩＰ事務局による個別説明会実施

・評価項目の基準に沿って体制整備

・ＪＭＩＰ事務局による受審サポート

・病院による自己評価、各種資料準備

■ 書面調査

■ 訪問調査
https://jmip.jme.or.jp/doc.php

＜受審に関する資料＞

ＪＭＩＰ認証取得へのロードマップ



■ お気軽にお問い合わせください ■

＜日本医療教育財団  ＪＭＩＰ事務局＞

    ｊｉｇｙｏ＠ｊｍｅ.ｏｒ.ｊｐ
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● ＪＭＩＰ個別説明会 （訪問・オンライン）

● ＪＭＩＰ評価項目・体制整備についてのご質問

● ＪＭＩＰ受審に関するご相談 など

ＪＭＩＰ認証取得へのロードマップ
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 ＜ＪＭＩＰ個別説明会＞

■所要時間 ： 1時間～1時間半程度

■内容

・受審の流れ（調査方法の詳細説明）

   ・評価項目の解説

 ・体制整備のポイント解説

 ・質疑応答

※Ver.3.0 受審ガイド（評価項目の解説）

 冊子版を進呈

ＪＭＩＰ認証取得へのロードマップ
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ご清聴ありがとうございました

外国人患者受入れ医療機関認証制度
Japan Medical Service Accreditation for International Patients

一般財団法人 日本医療教育財団


